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2025年10月31日、CROSS POINT vol.04が開催
された。今回は、神宮前で“隣同士の店”を営む二人の
創業者を迎え、初めての試みのダブルゲストによる
対談形式での実施となった。
伊良コーラ(イヨシコーラ)代表のコーラ小林氏と、
広告業界からカフェ経営へと領域を越えてきたTobi
氏（株式会社FEARLESS代表／SEDAI COFFEEオー
ナー）の二人が、それぞれの実践と思想を交差させる
一夜となった。

まずお話いただいたのは、コーラ小林氏。
会社員時代、自宅で趣味として始めたコーラづくり。
レシピを見つけ、精油香料をスパイスに置き換えると
いう発想で、鍋にスパイスを放り込みながら「スパイ
スカレーの延長で作っていた」という。この“遊び”が、
ブランドの原点になった。

自宅キッチンから始まった試作

キッチンカー「カワセミ号」を自作し、初めて出店した
のが2018年。当時“クラフトコーラ”という言葉すら
存在していなかった。「正直、誰も来ないと思ってたん
です。でも初日から行列ができた。
“これは何か始まったぞ”って直感した瞬間でした。」
この経験が、小林さんの背中を強く押すことになった

初日から長蛇の列が
生まれた衝撃

一方でTobiさんは、Apple本社で働いていた経歴を
持ちながらも、自らの手で価値をつくる表現に惹か
れて日本に帰国。
広告業界でクリエイティブディレクターとして活動し
ながら、並行してSEDAI COFFEEというカフェブランド
を立ち上げた。「クライアントワークは“委託された
創造”だとすれば、コーヒー屋は“自分たちの問いに
基づいた創造”。ものづくりのスタンスとしては真逆
だけど、どちらにも“どんな価値を生みたいか”という
本質は通じている」
この“世代”という名には、「作り手や 表現者など、
次の時代を担う存在と共に歩む場所でありたい」と
いう想いが込められている。カフェの壁面には無名の
若手アーティストの作品が飾られ、仕入れるコーヒー
豆は自らルワンダやエチオピアの農園を訪れて選ん
だもの。

「広告」と「コーヒー」の両輪で、
次の世代へ

From Craft to Creativity
クラフトとクリエイティブの地続きな思考

今回のCROSS POINTが特別だったのは、お二人が
神宮前で「隣同士」の店を営んでいるという関係性に
ある。「開店前に改装中の様子を見ながら、“あ、伊良
コーラさんの隣か…”って（笑）」と語るTobi氏。

「看板は意識しないようにしようと思ったけど、やっぱり
視界に入るから意識しちゃう」
―そんな 距 離 感 が 生まれる“ 対 話 ” は 、まさに
CROSS POINTの真骨頂。

隣人だからこそ生まれた、
静かでリアルな関係性

「イヨシ・コカ・ペプシじゃないし、コカ・イヨシ・ペプシ
でもない。あくまで“コカ・ペプシ・イヨシ”であること
に意味があるんです。僕の中で、コカ・ペプシ・イヨシ
は“行ける”と思ってるんです。」
この順番は、単なる語呂合わせでも思いつきでもない。
小林さんは、コカ・コーラに対する深いリスペクトを
語る。

「コカ・コーラはすべての“振り”をしてくれた存在なん
ですよ。1885年に誕生して、150年もの間、世界中の
人々に“コーラとはこういうもの”というイメージを浸透
させてくれた。それがあるからこそ、僕たちは“全然
違うコーラ”をやっていけば、絶対に勝てる。」
つまり、伊良コーラはコカ・コーラの「対極」に立つこと
でこそ、その独自性を発揮することができるという逆転
の発想だ。

東京から世界へ。
「コカ・ペプシ・イヨシ」に
込めた覚悟

話はやがて、実店舗を構える意義や、街とブランドの
関係性にも及んだ。

「神宮前の店は、木も色もほとんど使わない無機質
な内装で始めたんだけど、お客さんと関わる中で

『求められている空気感と違う』と気づいて、全部作り
直した」（小林さん）

「街の人と混ざることで、コンセプトがより鍛えられて
いく感覚がある。だから幡ヶ谷ではワインバーと一緒
にやることを試みた、今後も地域と共に何ができるか
を軸にしている」（Tobiさん）
また、Tobiさんからは採用に関して「日本にいながら
海外のスタートアップに関わるような経験ができる
場をつくる」という姿勢も共有され、ブランドや事業
を“開かれた問いの場”として捉えている姿が印象的
だった。

クラフトの積層と、ビジョン主導
のクリエイティブ。
その間を自在に行き来しながら、
両者の思考と手つきは交差していく。

「今やっている事業とはまったく異なるフィールドで、
もうひとつ自分の手で何かを立ち上げてみる。」
Tobiさんは、自身が手がけるグローバルなクリエイ
ティブ業とは別軸として、コーヒーショップ「SEDAI 
COFFEE」を開いた経験をこう語る。

「本当に視点が180度変わるような経験だったんです。
たとえば、普段のクリエイティブの仕事では、どこに
行くにもタクシーを使うのが当たり前だったりする。
でも、コーヒー屋では数百円のドリンクを売って、1日
の売上が数万円。それを肌感覚で体験した時に、
“これはマズいな” って。すごく現実的に、お金と価値
と向き合うことになるんですよ、まるで脳みそのスト
レッチをしているような感覚でした。」
一見、距離がありそうな業態。しかし、商品を「人に
伝える」「届ける」という意味では、共通点も多い。
Tobiさんは、コーヒーショップを通して、自身の事業
における“価値の伝え方”にも大きな視点の変化が
あったと語る。
小林さんもまた、似たような感覚を持っていた。クラ
フトコーラというゼロからの挑戦が、体感をともなう
“お金を稼ぐ”という意味において、いかに衝撃的
だったかを語った。

「僕、サラリーマン時代って、“稼ぐ”って給与明細に印
字されてるだけの話だったんです。でも、コーラの移
動販売を始めた時、自分で作ったシロップを自分で
積んで、お客さんに手渡して、500円玉でお金をもらう。
それがリアルに“お金を稼いでる”って感覚としてすご
かったんです。」

「その日一日頑張って、売上を金庫に入れて、それを
家まで持って帰る。金庫の“重み”がリアルなんです。
その重みこそが、自分の手で稼いだという実感。多分
あれ以上の脳汁は、今後出ないかもしれない」と語る。
この「目の前の誰かの喜びが、そのままお金に変わる」
という原体験は、決して資本主義的な価値観だけで
はなく、“ゼロから生み出して届ける”という創造の本質
に触れたからこそ、得られた実感なのだろう。

ゼロから手を動かすことの重み
─事業の交差点で見えたリアル

小林さんは伊良コーラの世界展開を着実に進めている。
渋谷の店舗は常に行列、浅草の店舗も立ち上げ当初
こそ1日3人・売上2700円という苦境を経験したもの
の、現在は外国人観光客を中心に毎日賑わっている
という。
この成功を背景に、小林さんは「日本を代表するコーラ」
としての地位を確立した後、「アジアを代表するコーラ」
として世界進出する構想を持っている。
その第一歩が、“東京を代表するコーラ”というポジ
ションの確立だ。

「最近はみんな京都でブランドを立ち上げるけど、僕は
江戸・東京の文脈こそがかっこいいと思ってる。武士
文化の“渋さ”があるし、300年続いた江戸文化は独自
の魅力があると思うんです。」

「グローバルで戦うなら、京都の文脈は絶対必要。
でも、その前に“江戸”の文化で世界に勝負したい。
僕は本気で“コカ・ペプシ・イヨシ”の時代が来ると
信じてるんです。」

東京を代表するコーラから、
アジア代表、そして世界へ

第四回「CROSSPOINT」は、小林氏とTobi氏の言葉
と参加者との対話を通じ、『つくる』の本質とは何か、
そして価値を創造するとはどういうことかを深く考え
させられる、刺激的で実り多い時間となりました。
ゲストのアイデンティティをCROSSPOINTなりの解釈
によりプロデュースした美味しい料理とドリンク、
音楽、そして空間。
SYMBOLPLUSが創り出す” CROSSPOINT ”は、今後
も多様な表現者を招き、参加者との対話を通じて、
新たな気づきの交差点を創り出します。

思考と対話が交差する夜

最後までお読みいただきありがとうございます。
是非、合わせて下記URLよりCROSSPOINTのイン
スタグラムをフォローいただければと思います。

https://www.instagram.com/symbolplus_official/

https://www.instagram.com/crosspoint_tokyo/
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